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要 旨

西甫日本内帯には、中・吉生層や三郡変成岩が広く分布している。これらの地層の地質構造形成

史は、近年、プレ｝トテクトニクスによって説明されるようになった。西南ヨ本の基盤岩類辻、即

ち、海洋プレートの運動に伴う付加体として形成されたものであり、付加体の形成およびこれらの

地暑が受けた変成作用は大陸側から大洋傭へ累進的に発達したものと考えられるようになった。こ

れらの研究の過程で、三郡変或岩を中心とした変成岩類の位置付けや分類についても新たな解釈が

生まれてきた。その主要なものとしては、古生層の受けた抵度の変或作用が220Maの三郡変或作

用の最低変成度部と考えられるようになったこと、そして一括して三郡変或岩と呼ばれる地質体は、

実擦には、いくつかの異なる時期に形成された変或岩の集合体からなっているとする考えが生まれ

たことであるO このような地賓構造形成史のモデルについて検証をおこなうために、徳山市須万地

域、鳥取黒若桜地域、島根票三隅地域にひろがっている三番変成岩を中心とした地層について変形

構造の解析をおこなった。また、語、山吉須万地域においては、泥質岩の粒径分離試料の K-Ar年代

の灘定もおこなった。この論文では、本研究によって明らかになったこととこれまでに報告された

研究成果とを考えあわせて、茜南日本内帯の地費構造形成史のモデル化を試みた。

西高日本内帯の先白亜系の地層は低度の変成作用を受けた中・古生暑と三郡変或岩とからなるc

中・古生暑は、便宜的に、上位から下位へ、秋吉帯、舞鶴号、超丹波帯、丹波帯に区分されるQ 秋

吉帯の最柊的な堆積年代は古生代末であり、石灰岩や緑色岩、陸源砕屠物からなっている。舞鶴帯

は古生代末の陸源砕屑物や緑色岩からなり、夜久野宕類を砦徴的に挟む9 超丹波苦は古生代末の地

層であり、韓源砕屑物や禄色岩類からなる。丹波帯はジュラ紀の地層からな初、陸源砕屑物や多量
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の雇状チャートからなっているG これらの中・古生暑はプレートの運動に伴う付加体であると考え

られている。三郡変或岩は低湿高圧タイプの変成作用を受けており、陸源砕唐物や緑色岩類からなっ

ている。三蔀変成岩は変成年代の異なる幾つかのユニットからなるとする考えがあり、それらの変

成作用の時期は約 300Maを示すもの、約 220Maを示すもの、そして約 180Maを示すものからなる

と考えられているG また、古生屠である秋吉苦の受けた変成作用は約 220Maの三郡変成作用の最

低変成変部であると、一般には考えられている。

山自県東部露出市須万地域に辻都濃層群〈三都変或岩〉と錦層群（低度変或吉生層）が分存して

いる。錦屠群は約 220Maの三郡変成岩の最低変成慶部と考えられ、変形講造、変成作用共に都濃

層群と漸移するものと考えられてきた。しかしながら、後に述べるように、両者の受けた変形・変

成作用は異なるものであると考えられる。都濃層群（三郡変成岩）は形成時期の異なる 5@Iの変形

(D1-D5）を受けているq 最初の変形（D1）は等斜措曲（F1）や片理面（S1）を、 2@I自の変形（Dz)

は鰐じた習曲（Fz）とちりめんじわへき開（Sz）を、 3国自の変形（D3）辻開いた摺曲（F3）とち

りめんじわへき開（S3）をそれぞれ形成している。 4回巨の変形（D4）によって東西系の轄を持つ

ゆるやかな謂曲（F4）が、 5fill目の変形（D5）によって南北系の軸を持つゆるやかな大摺自が形

成されている。一方、鋳層群（低度変或吉生層）は形成時期の異なる 3国の変形（DN1-DN3）を

受けているc 最初の変形（DN1）は院じた摺曲あるいは開いた摺曲（FN1）とスレートへき開（SN1)

をつくっているo 2回Bの変形（DN2）は東西系の軸を持つゆるやかな大稽曲（FN2）を、 3屈自

の変形（DN3）は南北系の軸を持つゆるやかな摺曲（FN3）を形成している。弘、 Dz、D3は都濃層

群にのみ形或され、院n ＇ま錦暑群国有の変形である。都濃署群における 04、D5は、それぞれ錦屠

群のDNz、DN3に対詑される。都濃層群と錦屠群を境する北山断暑に沿って、初期に形成された延

性的なせん断と後期に形成された脆性的なせん断の存在が謹認された。初期の廷性的なせん断はマ

イロナイトあるいはプロトマイロナイトを形成し、後期の脆性的なせん断はカタクラサイトを形或

している。都濃層群は両者のせん断を受けており、錦層群は脆性的なせん断のみを受けている。マ

イロナイトでは上盤北ずれのセンスを持つ s-c構造が認められる。従って、北山断層は抵角正断

層であると推定され、 D3、DNIの後、 D4(DN2）よりも蔀に活動したものと考えられる。

，鳥取県若桜地域と島根県三絹地域には変成岩類が分布しており、それらの変形講造について以下

に記載した。鳥取県若桜地域には入東層〈三部変成岩〉と角谷層、智頭屠（ジュラ紀付加体）が欝

接して分布している。八東暑はジュラ系と同一起源の地層であると考えられていたが、両者の変形

講造は全く異なっているo八東層では、微小構造として、形成時期の異なる 3つの面構造（Sm-SH3) 

が形成されている。 SHIは片理面であり、 SH2、SH3はちりめんじわへき開である。 SH2-. SH3の形或

に伴って、摺曲 Fttz、FH3がつくられている。ジュラ系では形成時期の異なる 2つの面構造（Sci、

Scz）が形成されている。 SCIはスレートへき開であり、 Sczはちりめんじわへき開であるo 島課県

三構地域に辻三隅層群が分布している。三購層群は三郡変成岩の最低変或度部に担当するものと考

えられていたが、以下に示す変形構造の特撮から、三郡変或岩ではないと考えられる。三隅層群に

は形成時期の異なる 4回の変形（DM1-DM4）治宝語、められる。最初の変形（DM1）は閉じた摺由（FM1)

とスレートへき開（SM1）を形成している。 2国自の変形（DM2）はちりめんじわへき開（SM2）を

つくっている。 SM2は局所的に観察される。 3 回自の変形（~3）はゆるやかな摺曲（FM3）とちり

めんじわへき開（SM3）を影成している。 4国自の変形（DM4）はゆるやかな摺曲（FM4）を形成し

ているO 以上の変形構造の中で、徴小構造として普遍的に観察されるものは、 SM1とSMzであり、 匡

三郡変成岩として一般にみられる 3種類の面構造（片理面と 2種類のちりめんじわへき開）はここ 言
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では観察されない。
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都濃屠群と錫層群の変成年代について検討するために、それぞれの地層に含まれる泥質岩につい

て粒径分離試料の五－Ar年代と錦層群の岳雲母の結晶疫を溺定した。都濃屠群はく2,2-10, 10-20. 

20-44、44-63、63-90、90-103、103-125μmの8つのフラクションに、錦暑群はく2.2-10. 10-20, 

20-44, 44-63 μ mの5つのフラクションに分離した。都濃暑群ではく2μmで 170Ma程度の若い年

代が得られ、その他の粒径ではほぼ一様な 220Maの年代が澱定された。本地域の器濃屠群の変或

温度は 350°以上であり、ほほ完全に再結晶しているものと推定される。従って、 220Maは三郡変

成作用（D1）の年代であり、 170Maはおzによって若返ったものと考えられる。一方、銭層群では

く2μmで 151-215Maの若い年代が、 2-lOμmでは 215-250Maの古い年代が、それ以上の粒径で

は両者の中間の年代が得られた。各試料のく2μmのフラクションの年代の変化は顕微鏡下におい

て観察されるスレートへき開（SNI）の発達と調和的であり、スレートへき開の発達のよいものほど、

その年代は若くなっているむ従って、錦層群の白雲母の結晶度の灘定値もあわせて考えると、測定

された江沼全ての年代は堆積性の鉱物の影響を受け、実際の変成年代よりも古い年代が得られてい

るものと判新される。くZμm以下の年代で、ほほ完全に再結晶した可龍性があるサンプルの年代

が 150Maであること、次に若い年代が約 170Maであることを考えると、錦署群の受けた変成作用

の時期はジュラ紀後期から白亜紀最前期の間のいずれかの時期であると誰定される。

以上の結果を踏まえて、都濃暑群と錦層群の変成年代、両者の地震学的関係、および、西高日本内

帯の地質構造形成史について考察した。蔀濃層群と錦層群の変形構造、変成年代について今回得ら

れた結果は過去の研究結果とは大きく異なっており、錦暑群の受けた変成作用が三郡変成作用では

ないことを示している。両者の間には低角正断層である北山断層が存在する。都濃層群と錦屠群の

関係辻、三郡変成岩と秋吉苦の古生層との一般的な関係として成り立っているものと考えられる。

一般的に酉南E本内帯にみられる変或岩には、片理面とちりめんじわへき開を変形構造として持つ

ものとスレートへき開を持つものとがある。話者は三郡変成岩に特護史的な変形であり、後者は低度

の変成作用を受けた中・古生屠が持つ変形である。変形溝造に注巨すると、現在考えられている三

郡変成岩の区分には問題がある。これまで報告された研究成果を考慮に入れると、スレートへき開

は古生暑である秋吉帯、舞鶴苦、中生暑である丹波菅において同時に形成された可能性が強い。従っ

て、中・古生代の地層が受けた抵度変成作用の時期は、付加体の形成年代とは禁関係であると考え

られるむ弘上の事柄を考慮して、西南E本内帯の地質講造形成史を表すモデルを考察した。


